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問合わせ先：本館 2 階 学事室（大学院）内線 2215 

-大学院歯学独立研究科- 

第 8 9 回 大 学 院 研 究 科 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 

第 1 7 回 テ ー マ 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 
 

大学院学生等が、これまでの研究成果を発表します。 

どなたでも聴講できますので、多数の参加をお待ちしております（聴講申込不要） 
 

 

場 所：実習館2階 総合歯科医学研究所セミナー室 

日 時：2020年1月22日（水）17時25分 開会 

 

－2020年1月22日（水）－ 
No. 発表区分・予定時間 演題名・発表者 審査委員 

 17：25 開会挨拶 山田研究科長  

1 

［大学院］ 

17：30～18：00 
司会：山田 教授 

「外科的矯正治療前後の顎変形症患者のスマイル時の口唇運動の解析」 

中根 隆  4年 硬組織疾患制御再建学講座 臨床病態評価学 

主査：大須賀教授 

副査：岡藤教授 

   ：横井講師 

2 
[大学院] 

18：00～18：30 

司会：山田 教授 

「片側性唇顎口蓋裂患者のスマイル時の 

口唇・頬部運動の三次元的解析」 

楢本 達也  3年 硬組織疾患制御再建学講座 臨床病態評価学 

主査：増田教授 

副査：各務教授 

   ：亀山教授 

3 
[テーマ] 

18：30～18：40 

司会：宇田川 教授 

「The role of macrophages in bone rｅｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ」 

何   2年 硬組織疾患制御再建学講座 硬組織機能解析学 
― 

 



大学院歯学独立研究科 2005/01/12 

発表内容の要旨（課程博士） 
Abstract of Presented Research (For the Doctoral Course) 

 

学 籍 番 号 
Student ID No. 

ID♯G 1604 
入 学 年 
Entrance Year 

2016 年 
Year 

（ ふ り が な ）  なかね たかし  

氏 名 
Name in Full 

中根 隆  

専 攻 分 野 
Major Field 

硬組織疾患制御再建学講座 臨床病態評価学 

主 指 導 教 員 
Chief Academic Advisor 

山田一尋 

 
 

発 表 会 区 分 
Type of Meeting 

中間発表会  ･  大学院研究科発表会  ･  松本歯科大学学会 
Midterm Meeting / Graduate school research meeting presentation /The Matsumoto Dental University Society 

演題名 / Title of Presentation 

外科的矯正治療前後の顎変形症患者のスマイル時の口唇運動の解析 

発表要旨 / Abstract 

【目的】矯正治療では、咬合のみならず顔貌の改善がみられる。静的な顔貌に加えスマイルなど動的な顔

貌の二次元的改善が報告されているが、三次元的研究は少ない。そこで偏位を伴う骨格性下顎前突者の

外科的矯正治療前後のスマイル時の口唇の動きを三次元的に解析することとした。 

【資料および方法】松本歯科大学病院矯正歯科を受診した偏位を伴う骨格性下顎前突患者７名と正常咬

合者７名を対象とした。外科的矯正治療前後の安静時とスマイル時の顔面をステレオカメラで撮影し、スマ

イル時の口唇の動きを三次元解析ソフトウェアを用いて立体構築した。このスマイル時の口唇と頬部軟組織

の動きと顎顔面形態の治療前後の変化の関連を解析した。 

【結果および考察】下顎前突者では安静時からスマイル時に口唇運動は治療前後で以下の変化を示した。

1.上唇中央部：治療前は上後方の偏位方向に移動し，治療後は移動方向に変化はみられなかった。2.下

唇中央部：治療前は下後方の偏位方向に移動し、治療後は移動方向に変化はみられなかった。3.偏位側

口角： 治療前は上前方で偏位側へ移動し，治療後に垂直移動量が増加した。4.非偏位側口角：治療前は

上前方で非偏位側へ移動し治療後に水平移動量が有意に増加 し、前後移動量が減少した。5.偏位側頬

部：治療前は上前方で偏位側へ移動し、治療後に移動方向と距離に有意差はみられなかった。6.非偏位

側頬部：治療前は上前方で非偏位側へ移動し、治療後に移動方向と距離に有意差はみられなかった。 

下顎前突者の治療前後のスマイル時の口唇、頬部運動の対称性の比較で以下の変化を示した。 

1．口角部水平距離は治療前に偏位側が非偏位側に対して有意に大きい値を示した。2．口角部前後距離

は治療前に非偏位側が偏位側に対して有意に大きい値を示した。3．口角部垂直距離は治療後に非偏位

側が偏位側に対して有意に大きい値を示した。4．頬部は治療前に偏位側の水平距離が非偏位側に比べ

有意に大きな値を示した。正常咬合者と下顎前突者の治療前後でのスマイル時の軟組織運動の比較で以

下の結果を示した｡ １．偏位側口角：治療前の下顎前突者の偏位側口角垂直移動量は正常咬合者よりも

有意に小さい値を示したが，治療後，下顎前突者の偏位側口角垂直移動量は増加し，下顎前突者と正常

咬合者間に有意差はみられなかった。２．非偏位側口角：治療前の下顎前突者の非偏位側口角水平移動

量は，正常咬合者よりも有意に小さい値を示したが，治療後に下顎前突者の非偏位側口角水平移動量は

増加し，正常咬合者間に有意差はみられなかった。３．偏位側頬部：治療前の下顎前突者の偏位側および

非偏位側の頬部の前後移動量は，それぞれ下顎前突者が正常咬合者よりも有意に小さい値を示したが，

治療後，下顎前突者の偏位側頬部の前後移動量は増加し，下顎前突者と正常咬合者間に有意差はみら

れなかった。４．非偏位側頬部：治療前の下顎前突者の偏位側および非偏位側の頬部の前後移動量は，

それぞれ下顎前突者が正常咬合者よりも有意に大きい値を示したが，治療後，下顎前突者の偏位側頬部

の前後移動量は減少し，下顎前突者と正常咬合者間に有意差はみられなかった。 
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